






































































































































































































第 1時 捕鯨論争について、国際条約の内容や禁止の経緯など、基本的な内容を理解する。 
第 2時 捕鯨論争についての基本的な内容を理解した上で、捕鯨に対する様々な立場の 
主張を総合的に考えて、捕鯨をつづけるべきか、やめるべきか、意思決定をする。 
7．単元計画 全 2時間（ ）の数字は時間数 












































































































































































































































































































































































































『賛成 39カ国、反対 49カ国と、意見が対立しているのが分かります』 
『捕鯨について、つづける・やめると、意見が分かれている問題を、捕鯨論争といいます』 
Ⅰ． 環境 絶滅危惧種保護の観点からやめた方がよい。捕鯨一時停止の国際条約が提案され、商業捕鯨を禁止する動きがある。 
Ⅱ． 伝統 日本は昔から伝統的に捕鯨が行われてきた経緯があることを、資料をもとに確認し、伝統文化としての捕鯨の大切さを知る。 





教師の発言『   』  生徒の発言「   」 
また、考察とワークシートによる生徒の意見を次のような記号で表す。 
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